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宇東⾼の中等教育学校への再編案について改善を求める請願（陳情） 

 
栃⽊県教育委員会は令和６年１⽉、少⼦化社会の進展に伴う⽣徒数の減少に対応

するため第三期県⽴⾼等学校再編基本計画を策定し、宇都宮東⾼校は⾼校での募集
を停⽌し、全⽣徒が中学から⼊学する中等教育学校に転換、１学年定数を現在の１
６０⼈から４０⼈減の１２０⼈にする計画を⽰しました。 

県教委はこの計画について、⽣徒数の減少に対応するものではなく、中⾼⼀貫教
育をさらに発展、充実させるため中等教育学校へ再編するものと説明。再編に伴い
単位制授業の導⼊など少数精鋭による難関⼤学を⽬指す、さらなる進学校に特化し
た編成にするとも説明しています。 
 私たち同窓会は、再編計画の基本的⽅針には賛同しておりますが、宇都宮東⾼校
に関する再編計画の中で、いくつかの内容に問題があり、特に定数減は県教委が⽰
す適正規模を逸脱しており、中学及び⾼校教育の基本的なあり⽅に深刻な懸念が⽣
じると危惧し、県教委に対して改善を要望して参りました。 
 具体的には令和６年２⽉、県教委の担当者を招き説明会を開きましたが、経緯の
説明のみで疑問や懸念を払拭できるものではありませんでした。そこで３⽉２５⽇
付で県教育⻑宛に、①１学年定数１６０⼈を維持する②男⼥の定数⽐率をそれぞれ
５０％とする③再編、改編計画策定に際しては同窓会やＰＴＡなど関係者へ丁寧な
説明や意⾒聴取を⾏い理解を得る、の３項⽬の要望書を提出しました。 
 我々は３項⽬の中でも、定数削減を最も重視しています。県教委は基本計画では、
⾼校の適正規模を１学年１６０⼈から３２０⼈としていたにも拘わらず、何故に、
宇東⾼を改編する中等教育学校の規模を、当初から１４０⼈としたのか。さらに地
区別説明会やパブリック・コメントで「他の公私⽴中学校への影響が⼤きいため再
考すべき」との意⾒を受けたとの理由で、１２０⼈に減員したのか、我々は納得が
いきません。全県から応募可能な制度の中で、２０⼈程度の増減が本当に他中学校
に⼤きな影響があるのか極めて疑問です。 
 中学、⾼校時の教育は、多感な成⻑期にある⽣徒に最も重要な時期です。勉学は
もとより運動や⽂化部活動、学校⾏事をとおして培われる協調性、社会性そして豊
かな⼈間性の育成に極めて⼤切です。そのためには必要充分な学校規模を確保する
ことが不可⽋だと我々は考えます。現在の１学年１６０⼈の下でも部員不⾜により
廃部が相次いでおり、⽣徒たちが望む多様な部活動に⽀障が出てきているのが現状
です。学⼒を偏重するあまり、個性豊かな⼈間形成の場が制限される教育現場の創
出には懸念を抱かざるを得ません。 

私たち同窓会は、保護者会さらにはこの趣旨にご賛同いただける関係者の⽅々と
共に、栃⽊県及び栃⽊県教育委員会に対して改善を強く望みます。 

以上の趣旨から下記のことを請願（陳情）いたします。  
記 

１ １学年の定数は現状の１６０⼈を維持する。 
２ 男⼥の定数⽐率をそれぞれ５０％とする。 

３ 再編、改編計画の策定に際しては、同窓会やＰＴＡなど関係者へ 

丁寧に説明し、意⾒聴取を⾏い理解を得る。 
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